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１．はじめに 

長期的な事業である地すべり対策において、地すべ

り防止施設の老朽化や機能低下による地すべりの再発

が考えられるため、地すべり対策工の実施後において

点検・観測を行い、必要に応じた補修・補強や更新を

行うことが重要であると考える。そのため、現在実施

されているイニシャルコストの経済性評価による対策

工法の選定では不十分であり、永続的に経済的かつ効

果的な地すべり対策を実施するために、ライフサイク

ルコストの考えに基づき対策工を計画し、アセットマ

ネジメントの考え方を導入して適切に地すべり対防止

施設を維持管理していく手法を検討する必要がある。 

本報告では、集水井について考察をするが、集水井

の耐久性は井筒に、その機能は集水パイプ、排水パイ

プに依存すると考えている。 
これまで、地すべり集水井の維持管理に関しては、

集水パイプの機能を維持するため、集水ボーリングの

孔口に付着した等による閉塞の原因を追及した多くの

研究が実施されている 1～4)が、集水井の井筒に関して腐

食や劣化について研究したものは、ほとんどない。そ

こで、腐食の影響が顕著にみられるライナープレート

や補強材のメッキ厚や設計方法の技術変遷についてメ

ーカーへのヒアリング調査を実施し、さらに地方自治

体の目視による腐食調査結果を基に井筒の耐久年数を

考察したので、その結果を報告する。 
   
２．調査方法 

２.１技術変遷による検討 
（１）ヒアリング調査 
 ライナープレートの集水井を製造している会社の担

当者に集水井の設計方法の変遷や防食の考え方につい

てヒアリング調査を実施した。 
（２）文献調査 
 河川砂防技術基準等の技術基準の変遷を調査した。 
２.２ 現地調査結果 
 地方自治体により実施された目視調査の結果を基に

施工年とライナープレートの腐食状況を整理した。 
 
３. 調査結果 

３．１ 技術変遷 

 防食処理及び技術基準の変遷を表－１に示す。 
（１）ライナープレートの防食処理の変遷 
ライナープレートの集水井は、1961 年に試験施工が

実施され、1965 年以降工法が確立された。防食処理は

亜鉛メッキ処理が当初から実施されており、亜鉛メッ

キ厚は当時アメリカから輸入されていたコルゲートパ

イプに準拠し、450g/m2である。2000 年頃から火山地

域は重防食塗装が実施されている。 
（２）補強部材の防食処理の変遷 
補強部材の防食処理は、1985 年より黒ワニス塗料が

用いられたものがあるが、1992 年より補強部材のよう

な大きな部材をメッキできるメッキ槽が開発され、そ

れ以降、補強材も亜鉛メッキが実施されるようになっ

た。但し、地域により亜鉛メッキ処理がされていない

ものがある。1992 年以前は 1mm の腐食しろを含んだ

設計となっており、特に 1984 年以前は、防食処理がさ

れていない。 
（３）技術基準の変遷 
 ライナープレートのメッキ処理については、河川砂

防技術基準（案）(1995 年)やライナープレート設計・

施工マニュアル（2000 年）5)に、「亜鉛メッキ」という

記述がみられる。 
表―１ ライナープレートによる集水井の変遷 
 
 
 
 
 

 
 
３．２ 耐用年数の検討 
（１）亜鉛メッキの推定耐用年数 

（社）日本溶融亜鉛鍍金協会による 5 年間、17 箇所

で実施した亜鉛メッキ試験片での垂直埋設試験結果で

は、 22.2 ～ 26.6(g/m2/ 年 ) である 6) （砂質埴壌土

（37.0(g/m2/年)））、埴壌土（16.1(g/m2/年)）等を除く）。

よって、亜鉛メッキの耐用年数は下記式で推定される。 

耐久年数=付着量÷腐食速度×0.9※① 

=450g/m2÷22.2～26.6g/m2/年×0.9≒約 18～15 年 

※①90％が腐食された時点でめっき層の寿命とする。6) 
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本体の施工年代と腐食状況（ライナープレート）
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 ②田園地帯の大気中の場合、侵食速度は 4.4(g/m2/ 

年)7)であり、土壌と比較すると約 1/5 である。 

（２）腐食しろ(1mm)の耐用年数（補強部材） 

 ライナ－プレート設計・施工マニュアルによると鉄

鋼材（軟鋼）の自然腐食速度は、土壌の場合、平均浸

食深さは、0.01(mm/年)で、最深孔との比（孔食倍数）

は 2～25 倍とされており、腐食しろの耐用年数は下記

式で推定される。 

推定耐久年数（土壌）=1.0÷0.01÷(2～25)=4～50 年 

※大気中の場合、腐食速度は 0.05(mm/年)、孔食倍数

2～5であるので、推定耐久年数は4～10年である。 

（３）目視調査結果 

 地方自治体により目視によって実施された 4 箇所の

地すべり防止区域における 30基の集水井工の腐食状況

（腐食、サビあり、異常なし）の調査結果を整理した

（図 1）。 
①ライナープレート 

1990年以前に施工されたものの一部に腐食やさびが

確認されている。 
②補強部材  
 補強部材は、1990 年以前に施工されたものすべてが

腐食している。また、1990～2000 年に施工されたもの

の一部にサビや腐食がみられる。なお、この期間にお

いては亜鉛メッキ処理をしていないものがあると聞い

ている。 
 
４ まとめ 

(1)亜鉛メッキの推定耐用年数（18～15 年）と目視調査

結果（施工後約20年）とほぼ一致した結果になった。 

(2)ライナープレートと補強材とでは、目視調査による

腐食傾向に差異がみられた。これは、補強部材の防

食技術変遷との関連性が考えられる。 

 
５ 課題 

想定耐用年数の検証にあたり、目視による調査結果

を使用した。この調査方法は、主観的な評価である、

亜鉛メッキの腐食率に影響を与える環境条件 5)を考慮

していないという問題点がある。今後は、メッキ厚、

板厚の定量的に調査する方法を確立し、腐食状態を定

量的に把握するとともに、亜鉛の腐食率に影響する pH、

温度、溶存酸素濃度等の環境要因を調査し、これらの

結果を考慮して維持管理・点検時の着目点の裏付ける

ための検討事項を考察する必要があると考えている。 
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補強材の施工年代と腐食状況
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図 1 ライナープレート集水井の施工年代と腐食状況.

(a)ライナープレートの腐食状況 

(b)補強の腐食状況 

メッキをしてい

ない可能性あり 

亜鉛メッキ 

      黒 ﾜ
ﾆｽ 

亜鉛ﾒ
ｯｷ

腐食しろ 

- 153 -




